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Most of traffic accidents on cold, snowy area in winter are slip accidents. For solution to this problem, it is proposed that
the concept of a new tire system. In the first place, it gives careful consideration to a merit, demerit between a spike tire
and a stud-less tire. And it is suggested " Intelligent Spike Tire System based on Environmental Correspondence " with
advantage of each other. Its development is the system for a spike-pin to the control movement momentarily out of a tire
depends on the state of road surfaces, Basic model using a radio equipment is designed, manufactured, and further it is
examined that a exchange means of a spike-pin in point of environmental correspondences.
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1．緒言

近年の自動車事故の増加は、交通災害として大きな社会問

題となっている。冬期に発生する交通事故の多くの事故形態

は寒冷地域や積雪地域の場合、氷雪路面上でのスリップ単級

が占めている。その原因として、ドライバーのみならず現在

までに使用されてきた冬期用タイヤの性能：にも問題がある。

Tableiにスパイクタイヤとスタッドレスタイヤの利点と問

題点をホすが、各々一一長、・一短のあることが分かる。

本研究では、氷雪路面においては高いグリツアカを保持で

き、かつ舗装路面においては路面損傷の発生を押さえること

のできる新しい氷雪路面用タイヤ、すなわち路面状況に応じ

てスパイクピンの出し入れが可能な機構を有するタイヤに

閲した基礎的な装置を設計・試作し、検討した結果と環境へ

の対応を考えるためにスパイクピン先端部の憂換方法につ

いても検討した結果を報告する。王手

2．薪しい氷雪路面用タイヤについて

TabIelから、お互いのタイヤの利点を併せ持つタイヤを考

えれば、各々の問題点を補うことができると考えち艶る。

そのため、スパイクピンを出し入れできる氷雪路面用タイ

ヤの機能としては、

（‖自動車を運転中に、運転者が路面の変化を認識したとき、

運転席に居ながらにして簡単な操作をするだけで、瞬時

にスパイクピンの突出や戻し（解除）ができる。

（2）・度忠一うしたス．バイクビンは、逆転打が成し（附除）の

操作をしない限り突出したままの状態を保つ。

2．1インテリジェント・スパイクタイヤシステムの概念2〉

（1）蹄面状況に応じてタイヤ外部からの操作により、ス．パイ

クピンの突出・固定・解除装世を瞬時に作動させるため

のコントローラ（雅竃織、送受†許蝿置などを含む）。

（2）スパイクピンのI乱祖位置を確認し、通報するセンサ。

（3）以上の装置の問に作動【椰蹄を構成し、防水・防塵・防油

機能を持たせて組み込んだタイヤ。

3．試作装置

今回試作した装置の全体図蜜Fig．臆轟ず躊装置蔚構造とし

ては、スパイクピン、突出用圧縮バネ、出走ピン、固定ピン

用の圧縮バネからなっている。出走ピンは装置の作動のしや

すさを考慮して、突出時と引っ込み時の上と下の面を固形状

に加工した。
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4 . 装置 の 動作原理

鞄 2畳ま動作原理因習あるo こ の韓磯を宥夢る装置を搾鈎き
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5 . 2 ス パ イ ク ビ ン突出実験とそ の結果
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6 . 原職J lt lJti 型 ス パ イ ク ビ ン に つ い て

今回試作 した装置は 斗
ス パ イ ク ピ ンが路面状況書こ応じて突

出 . 解除できるもの であるQ しかし実際の走行時ではス パ イ

ク ピ ン の 餐出 一 群除 の時に 顛か る負荷により1 また路面境享党

の変柁をこよりt ス パ イ ク ピン の摩耗が考えちれるo 環境窮鼠

塑の ス パ イ ク ピ ン はタ ン グ ス テ ン カ
- バ イ ト製 の ピ ン より

は柔らかく摩耗が激 しい と考えられ る o そ の ため先端部が減

っ た時の ことを考え1 ス パ イ ク ピ ン の効果を永続させるため

に バ ネを用ら1 た ス パ イ ク ピ ン曳磯怒を検討した宅Fig .ヰきo こ 民

はス パ イ クピ ン先端部漆
芸摩耗し一で 内繋

が環れてきたとき書こt

内遺された ピンがバ ネの蜜元力量こより窯出しも 新たなス
パイ

クピ ンと して機能ずるB こ の 方法を採伺ずることで ス
パ イク

ピ ン の効果 の 持続性を期待で きる o
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7 . 結 言

u き鬼窪まで毒こ使開きれてきた凍雪路商用タイヤ を取り撃臥

それ らを比較するこ とによ っ モ ー そ れ ぞれ の タイヤ の朝

点と問題点を述 べ 1
こ の 問題点を解決でき るような新し

い 凍雪路商用タイヤ シ ス テ ムと して も
イ ン チ り ジ ェ ン

ト i ス パ イ タタイヤ シ ス テ ムを提案し1 そ れを産毛こ検討

した装置を設計
一 触作した.

く2きこ の提案に基づ い た無線装置の串j 用量こよる - ソ レ j イ ドy

u レ - を用 い た萄気国縫を換討し1 簡単な操作毒こよる ス

パ イ タ ピ ン め突出患よび戻り 宅解除き 動作を碇諾したc
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宅鍾き今後の 展望として は1 基礎的蓑置を姦葺こ装置全体を簡秦
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